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ごあいさつ
平素は、茨木市立障害福祉センターハートフルの運営にご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

早いもので、大阪府障害者福祉事業団が指定管理を任されてから、多くの関係の方々のご協力により5年が経過しました。さらに、平成34年度までの第2期目となる指定管理を引き続き指定され、改めて身の引き締まる思いです。
一昨年度、国は障害者権利条約締結に必要な国内法が整備されたことで、国連の権利条約に批准しました。このことにより、障害者差別解消法の柱である「不当な差別的取り扱い」「合理的配慮の不提供」の禁止等がしっかりと位置づけられました。また、今後の改革のコンセプトとして、「地域共生社会」の実現を掲げ、「ニッポン一億総活躍プラン」や「地域共生社会」（我が事・丸ごと）の具体化が進められています。

長年、障害福祉サービスを利用してきた人が、年を重ねても馴染みのある場所、慣れた人がいるサービスを引き続き利用できることも可能となる、共生サービスの方向性も打ち出されています。「地域共生社会」は、めまぐるしい社会構造や暮らし方の変容を踏まえ、縦割りの制度や「支え手」「受け手」の関係を超えて、一人ひとり主体性を持った地域住民が参画し、人と資源がつながることで、生きがいのあるコミュニティの創造を目指します。

私ども障害福祉センターでも、利用者・行政・地域とのつながりを大切にして、ハートフルがあってよかったと思っていただけるよう、職員一丸となってサービスの向上に取り組んでいく所存です。今年度も皆様のご指導、ご鞭撻をどうぞよろしくお願いいたします。
ハートフル所長　浅川孝
ばら親子教室が移転しました
ハートフルの２階で事業を行っていた、ばら親子教室が３月末に移転・退去されました。
ばら親子教室で使われていた部屋は、今後、障がいのある人、ない人が交流して楽しめる講座等で活用するために、準備をしていきます。次年度以降の用途や部屋の名前は未定ですが、しばらくの間、２階「交流室１」「交流室２」の部屋名でロビーの会場案内にも表示されます。お間違えのないようご注意ください。
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（イラスト：各１名の男性と女性がホワイトボートを指さし、確認している）
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（生活介護ハートフル見出し：「生活介護ハートフル」の文字の周りを大小の桃色のハートで四角く囲んでいる）

生活介護ハートフルでは、リハビリ活動の一環として、お天気がよい日は午前中に散策へ出かけています。買い物の希望がある方はパンやコロッケなど、商店街で好きなものを買っています。にぎやかな商店街でのお買い物は、ご利用の皆様にも好評です。また、春は花見、夏は新緑、秋は紅葉を見に桜通りへ行きます。正月は茨木神社に詣でるなど、散策する中で季節を感じることができます。
これからもご利用の皆様に喜んでいただける場所へ出かけていきたいと思います。（生活介護ハートフル　薗部）
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（写真：コロッケのいろはで買い物をしている様子。男性の利用者が何を買おうか迷っている。手前で買い物を済ませた女性の利用者が車いすに座って待っている。）「何にしようかな？」
皆様、お気付きですか？
地域活動支援センターⅡ型では、訓練の中で共同作品を製作しています。

今回は濃淡のある４色のお花紙を使って、各自、桜の木に思い思いの花を咲かせました。（地域活動支援センターⅡ型　宮本）
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（写真：緑を基調とした色画用紙に、ピンクを基調とした桜の木が１４本画用紙一面に貼られている。上方にはつばめが２羽飛んでいる。）３月末～４月に展示した作品です。（１階エレベーター横にて）
新任職員紹介　４月よりハートフルに配属となった２名の職員を紹介します。
梶川真史（主査）[image: image5.png]


（写真：梶川真史　主査）
昭和６０年に金剛コロニー（富田林市）に就職し、３０余年、入所施設での生活支援につきました。昨年、明光ワークス（箕面市）を経て、ハートフルでお世話になることとなりました。これから、経験してきた直接支援も、初めて取り組む仕事も多々あります。心機一転、新たな気持ちで頑張ります。よろしくお願いいたします。
前田友美（サービス管理責任者）[image: image6.png]


（写真：前田友美　生活介護ハートフル　サービス管理責任者）
３月まで、支援センターあい（茨木市玉櫛）の生活介護を担当していました。

生活介護ハートフルの利用者さんの介助などの支援を早く覚えて、安心してご利用いただけるように頑張りたいと思います。いつもニコニコの笑顔が取柄です。明るい生活介護を築きたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。
【異動について】
転出　生活介護サービス管理責任者　中山善美、支援員　福岡志穂
貸館登録団体紹介
ハートフルの貸館をご利用されている団体を紹介しています。シリーズ第８回目は点字サークル「ほくせつ２４」です。
ＮＰＯ法人自立生活センターほくせつ２４
ＮＰＯ法人自立生活センターほくせつ２４です。通称で「ほくせつ２４」と呼んでいます。
ほくせつ２４は、どのような重度の障がいでも当たり前に自分らしい地域生活を選べる社会を目指している障がい者団体です。自立生活を希望される方の意向を聞いて、出来るだけ地域で暮らせるよう、相談支援やヘルパー派遣を行っています。
当事者参画事業として、茨木市自立支援協議会当事者部会の事務局を担当し、ハートフルにて当事者交流会を行っています。また、地域移行部会、相談支援部会にも参加しています。道路交通課が主催しているバリアフリー協議会や、他の諮問機関にも参加しています。他にも、ＩＤＦ（茨木障害者フォーラム）、茨木しよう会、入院時介護保険を求める会、入浴有志の会などにも参加して、障がい者が地域での暮らしが当たり前にできる社会を目指して活動しています。（ほくせつ２４　高山）
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（写真：４月と５月の障がい当事者交流会2018の案内チラシ）
機関紙「ハートフル」第18号　ここまで。

